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 平成２年度より事業を行ってきました、主要地方道鶴岡

羽黒線「羽黒山バイパス」が、11月８日（日）に30年の思い

をつなぎ全線開通しました。  

 当日は、午前10時から施工業者主催の安全祈願祭と、

鶴岡市・主要地方道鶴岡羽黒線整備促進期成同盟会共

催の開通式が執り行われました。  

 開通式では、地元児童による御神楽舞が披露された後、

吉村知事、皆川鶴岡市長、他関係者によるテープカットと、

三代夫婦を交えた羽黒山神路大橋の渡り初めが行われ、

無病息災につながるといわれる茅の輪をくぐり、全線開通を

祝いました。 

 午後２時には、開

通を待ちわび た約

100台の車が並び、

パトカーを先導に供

用開始しました。 

 今までの道路は、

幅員6ｍ、最大勾配

12.5％と狭く、急勾

配・急カーブの連続でしたが、新たな道路は、幅員9.5

ｍ＋歩道2.5ｍ、最大勾配は5.3％となり、広く、快適な

道路になりました。  

 皆さん是非、生まれかわった羽黒山バイパスを通っ

て、生まれかわりの山、出羽三山においでください。 

（道路計画課）  

℡ 0235－66－5619 

 10月30日（金）、庄内総合支庁を会場に「庄内創生懇

談会」を開催しました。 

 この会議は、県政の発展に向けた方向性について、地

域の様々な分野の有識者や実践者の方々から、現場の

実感を伴った御意見をお聞きすることを目的に、平成30

年度から各総合支庁で開催しているものです。 

今回、庄内総合支庁では、「庄内創生を展望したウイズ

コロナ時代における新しい『生活様式及び経済活動』の実

践と定着について」をテーマに、11名の方から参加してい

ただき意見交換を行いました。

参加者からは、「オンラインを活用する部分と、オフライ

ンで人と人との直接の繋がりを大切にする部分のバランス

が重要」、「コロナを恐れすぎず最新の知見に基づいた適

切な行動をしていくため、行政の情報発信が大切」などの

意見が出されました。

 いただいた御意見は、今後の事業展開等に向け検討し

ていきます。  

（総務課）  

℡ 0235 －66－5418  

  「 生 ま れ か わ り 」 羽 黒 山 バ イ パ ス 全 線 開 通

  庄 内 創 生 懇 談 会 開 催

https://www.facebook.com/pref.yamagata.shonai/
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 庄内総合支庁では、製造業を中心とした管内企業の取

引拡大を目的に、発注企業と受注企業が商談や情報交

換を行う「庄内商談会2020」を11月９日（月）に三川町で

開催しました。 

 隣接する秋田県由利地域及び新潟県村上地域と連携

し、技術力が高い企業が集積するエリアとしての強みを活

かして毎年開催しているもので、庄内地域の企業をはじ

め、県内外から86社が参加し、個別面談と参加企業の製

品展示による技術力の紹介が行われました。 

今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、面談

テーブルに飛沫防止パーテーションを設置したほか、オン

ライン形式での参加にも対応し、更なる取引機会の拡大を

目指しました。

 参加した企業からは、「コロナ禍で新規取引先との面談

が難しい中、多くの企業と商談できてよかった」、「この機会

を活かし、継続的な商談につなげていきたい」などの

声が聞かれました。 

 （地域産業経済課） 

℡ 0235－66－5484 

 11月19日（木）、酒田光陵高校で

「高校生と地元企業との交流会」を開

催しました。高校生に地元企業を知っ

てもらい、卒業後の地元就職への意識

を高めることを目的に、平成26年度か

ら行っています。１年生312名と地元

企業等37事業所が参加しました。 

 今年は新型コロナウイルス感染防止

のため、酒田光陵高校４階各教室と酒

田市武道館の２会場での開催となりま

した。生徒は７～10人ずつのグループ

に分かれて企業のブースを回り、業務

内容等の説明を受け、質問するなどの

交流を行い、仕事の楽しさや難しさを

学ぶとともに、各事業所の事業内容に

ついて理解を深めました。 

 次回は鶴岡工業高校２年生183名を

対象に、12月23日（水）、荘銀本店

ホールで開催します。

（地域産業経済課）  

℡ 0235－66－5487 

 新型コロナウイルス感染症の流行によ

り、医療現場への注目が高まる中、看

護職に対する理解を深め魅力を感じて

もらうため、高校生を対象とした「看護

師体験セミナー」を開催しました。 

 10月23日(金)は荘内病院において

鶴岡市内の５校23名、10月27日(火)

は日本海総合病院において酒田市内

の４校26名が参加しました。 

 両病院の御協力のもと、看護師の仕

事の魅力に関する講話、手術室体験

や心肺蘇生法などの実技体験、看護

師との交流懇談会など約３時間のプロ

荘内病院での様子 

グラムに取り組みました。 

 参加した生徒からは「より看護師に

なりたいという思いが強くなった」、

「私もここで働きたいと思った」、「患

者さんの気持ちに寄り添う大切さを

実感できて良かった」、「県外で働き

たいと思っていたが、地元で働くのも

かっこいいなと思い、将来は庄内に

帰ってきたいと思った」といった感想

が寄せられました 。 

（保健企画課） 

℡ 0235－66－4736 

庄 内 商 談 会 ２ ０ ２ ０ ～ も の づ く り 企 業 ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ ～

高 校 生 と 地 元 企 業 と の 交 流 会㏌酒 田 光 陵 高 校

今 注 目 の 職 業 、 看 護 師 の 仕 事 を 高 校 生 が 体 験 ！   

日本海総合病院での様子 

 今 注 目 の 職 業 、 看 護 師 の 仕 事 を 高 校 生 が 体 験 ！
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（地域産業経済課） 

℡ 0235－66－5490 

 11月７日（土）と８日（日）、小学校

低学年以下の子どもと保護者を対象

に、地域の食や農業への関心を高め

てもらおうと親子体験教室を開催しま

した。会場は、遊佐町の「農家レストラ

ン小田原」です。

 今回は、庄内の秋の風物詩「庄

内柿」の柿もぎと干し柿作り、さとい

も掘りの体験内容で、２日間で、会

場参加者20名のほか、新型コロナ

ウイルス感染防止対策として、オン

ラインでの参加も可能としたところ、

関東地方や村山地域等からオンラ

インで21名が参加しました。

オンライン参加者は、予め「干し

柿作りセット」を購入し、当日、講師

の説明を聞きながら、会場参加者

と一緒に干し柿作りにチャレンジし

ました。初めての柿の皮むきに苦戦

しながらも、「できあがりが楽しみ」と

楽しんだ様子でした。また、オンライ

 山形経済同友会が主催する第３回

「未来かがやく やまがた景観賞」におい

て、「黒森歌舞伎」が最高賞である山形

県知事賞を受賞しました。 

 「黒森歌舞伎」は、酒田市黒森地区に

江戸時代中期（享保年間）から伝えら

れ、地区の日枝神社に奉納され

る280年以上の歴史を持つ農村

歌舞伎です。 

 山形県無形民俗文化財の指定

を受けており、「雪中芝居」とも呼

ばれる２月の正月公演を中心に、

地域の祭礼と結びついた様々な

行事が行われます。 

 少年歌舞伎に取り組むなど後継

者育成へ力を入れていること、昨

年11月に行ったポーランドでの初

の海外公演などが評価され今回

の受賞にいたりました。 

 地域で受け継がれている「黒森

歌舞伎」にぜひ御注目ください。  

 「里の名水・やまがた百選」として、令和元

年度までに県全体で53か所、庄内地域では

15か所が選定され、今年度は県全体で７か

所、庄内から３か所が選ばれました。 

①重郎右衛門清水（鶴岡市大網）

大網の集落から関谷の集落を越えて進むと

清水があり、関谷の

清 水 と も い わ れ ま

す。水量は豊富で地

域住民や鶴岡市の

市街地からも多くの

人が水汲みに訪れ

ています。 

②市郎右衛門新田湧水（庄内町立谷沢）

庄内町立谷沢川の新田集落の入口にあり

ます。石造りの水場はきれいな苔が生して

おり、周囲の風景と相まって昔の日本の原

風景が広がります。

③わだやの水（遊佐町吉出）

遊佐町の月光橋近くの古民家カフェわだや

入口にあります。カフェ建物自体の昭和レト

ロの雰囲気と相まって何か懐かしい感じが

する場所です。

 今回選定された湧水はYouTubeで御覧い

ただけます。 

←景観賞特設HPはこちら 

黒 森 歌 舞 伎 が 「 未 来 か が や く  や ま が た 景 観 賞 」 受 賞 ！

「 里 の 名 水 ・ や ま が た 百 選 」 に 新 た に ３ 湧 水 が 選 定 ！

「 食 と 農 の 親 子 体 験 教 室 ＋ オ ン ラ イ ン 」 開 催

(総務課） 

℡0235－66－5417 
正月公演 

少年歌舞伎 

←YouTube 
里の名水・やまがた百選 （環境課） 

℡ 0235－66－4744 

ン参加者からは、「地元に帰省した

気分で嬉しかった」と好評でした。

 今後も、様々なオンライン事業を

企画し、庄内の食の魅力を広く伝

える取り組みを進めていきます。  

重郎右衛門清水 

市郎右衛門新田湧水 

わだやの水 

http://yamagata-doyukai.jp/keikan/result-future/
https://www.youtube.com/channel/UCxI6EQ5vC3MqRfzlKp5RRrw
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お知らせ 

（道路計画課） 

℡ 0235－66－3016 

寒い季節になりました。毎年、この季節にはホー

ムタンクからの油漏れ事故が多数発生しています。

事故を起こすと、漏れた油の処理費用は原因者

の負担となります。 

 事故を起こさないために、小分け中はその場を離

れないようにしてください。 

 もし油漏れを見つけたら、消防

署、警察署、市町役場や総合

支庁に御連絡ください。 

 （環境課） 

℡ 0235－66－4744 

ホームタンクを使うなら雪下ろし・除雪作業中の事故に注意！ 

食の都庄内天然とらふぐキャンペーン 冬の入浴事故に注意！よい（４１℃）ふろ 

 例年、雪下ろしや除雪作業中の事故が発生し、

多くの方が被害にあわれています。 

庄内での被害状況は、除雪

作業中の転倒が最も多く、次い

で雪下ろし中の転落となってい

ます。 

  「自分は慣れているから大

丈夫」などの過信は禁物です。 

雪下ろしや除雪作業は、安全

第一に、十分注意して実施しま

しょう。 

   安全な服装 

 庄内地方では、毎年12～２月

にトラフグが旬を迎えます。庄内

の旅館・飲食店24店において、

令和２年12月１日～令和３年３

月14日まで「食の都庄内天然と

らふぐキャンペーン」を実施します。 

冬の日本海で身が引き締まったトラフグは、豊洲

でも価値が認められてい

ます。ぜひこの機会に御

賞味ください。    

 入浴事故は12月から１月に最も多く発生してお

り、入浴事故死の発生数は交通事故死の４倍以

上です。主な原因は、温度変化に伴う血圧の急激

な変動や、体温の上昇により意識障害が起こるた

めと考えられています。 

入浴事故は防げます。次の点を心掛けましょう。 

★ 体調不良時や飲酒後などは入浴しない

★ 入浴前に脱衣所や浴室を暖める

★ お湯の温度は41℃以下

★ 入浴前後は水分補給

（保健企画課） 

℡ 0235－66－4736 

道路除雪に関する求人募集中 
 冬期の道路交通の確保は、地域住民の生活に欠

かせません。 

    「建設業協会」の各企業では、道路除雪機械の

オペレーター（助手を含む）を募集しています。

 大型特殊自動車免許をお持ちでない方でも御活

躍いただけますので、気軽にお問い合わせください。

 

 

<問合せ先> 

（土日祝日を除く)午前９時～午後５時 

山形県建設業協会 鶴岡支部 ℡ 0235-22-2364 

酒田支部 ℡ 0234-33-0702 

 吹雪で動けなくなったときは 
 これから降雪期を迎えるにあたり、除雪作業を適

切に実施し、交通の確保に努めてまいりますが、万

一、地吹雪などにより車が動けなくなったとき、皆さ

んには次の対応をお願いします。 

 車を置いて避難するときは 

除雪や救助活動の妨げとな

らないよう 

〇連絡先を書いたメモなど

を車内の見えやすいところ

に置きましょう。 

〇車の鍵はつけたままに

しておきましょう。 

（水産振興課） 

℡ 0234－24－6045 

（道路計画課） 

℡ 0235－66－5617 

もの 

もの 

（総務課防災安全室） 

℡ 0235－66－5447 

←庄内保健所HP  

（入浴死・入浴事故 

を防ぐナビ） 

https://www.pref.yamagata.jp/337021/kenfuku/kenko/hokenjo/shounaihokenjo/kenkoufukushijouhou/nyuuyokujiko/4126navi.html



